
“メインテ
ーマ” のばそう！ 健康寿命、

� 担おう！ 地域づくりを

第 1回 県老連公式ワナゲ大会第 1回 県老連公式ワナゲ大会
　
令
和
七
年
十
二
月
十
一
日
、奈
良
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、十
六

市
町
村
よ
り
百
十
二
名
の
参
加
者
が
集
い

「
第
一
回
県
老
連
公
式
ワ
ナ
ゲ
大
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、中
村
秀
雄
県
老
連
会
長
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、続
い
て
フ
レ
ン
ド
リ
ー
情
報

セ
ン
タ
ー
の
西
尾
和
久
指
導
員
よ
り
、初
め

て
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
競
技
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。参
加
者
は
、や
る
気
満
々
、練
習

時
間
も
本
戦
さ
な
が
ら
力
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
と
も
に
試
合
開
始
。

つ
ぎ
つ
ぎ
に
ス
イ
ス
イ
投
げ
る
方
、ど
う
投

げ
た
ら
い
い
か
首
を
か
し
げ
て
考
え
な
が

ら
投
げ
る
方
。
投
輪
フ
ォ
ー
ム
は
様
々
で
す
。

あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
あ
が
り
、と
て
も
楽
し

く
な
ご
や
か
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
八
年
度
も
十
二
月
十
日
に
開
催
予
定

で
す
。ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

賞 市町村 選手 総合得点

優勝 御所市 上村 孝仁 249

準優勝 斑鳩町 氏本 徳博 213

第3位 斑鳩町 槇尾 悦子 192

最高齢者賞 天理市 中川 　茂
（88歳）

大会結果（敬称略）

優勝
御所市

上村 孝仁　様
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大
だいちんじゅ
椿寿―荘子よりの引用。八千

歳を春とし、八千歳を秋とする
という木で、長寿を祝う意味。

大椿寿



新
役
員

　
役
職	

　
　
氏 

名	
 

市 

郡

理　
事	

酒
井　
祥
夫	
大
和
高
田
市

　
〃　

	

萩
原　
徳
一	
宇
陀
郡（
曽
爾
村
）

退
任
さ
れ
た
役
員

　
役
職	

　
　
氏 

名	
 

市 

郡

理　
事	

北
川　
豊
次	

大
和
高
田
市

　
〃　

	

中
谷　
　
誠	

宇
陀
郡（
御
杖
村
）

新
評
議
員

　
役
職	

　
　
氏 

名	
 

市 

郡

評
議
員	

乾
田　
　
治	

三
宅
町

　
〃　

	

丸
山　
　
栄	

御
杖
村

　
〃　

	

榊󠄀
本　
正
文	

十
津
川
村

　
〃　

	

中
本　
貞
司	

上
北
山
村

退
任
さ
れ
た
評
議
員

　
役
職	

　
　
氏 

名	
 

市 

郡

評
議
員	

田
上　
靖
洋	

三
宅
町

　
〃	

萩
原　
徳
一	

曽
爾
村

　
〃	

弓
場　
佳
子	

十
津
川
村

　
〃	

永
井
江
都
子	

上
北
山
村

　
令
和
八
年
度　
事
業
計
画

Ⅰ　
活
動
基
本
方
針

「
私
た
ち
自
身
の
幸
せ
と
、

希
望
が
持
て
る
地
域
を
目
指
し
て

�

歩
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。」

　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、団

塊
の
世
代
が
す
べ
て
75
歳
以
上
と
な
っ
た
今

日
、政
府
は
全
世
代
が
お
互
い
に
支
え
合
い
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
も

て
る「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、老
人
ク
ラ
ブ
が
掲
げ

て
き
た「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」の
精
神
と
重

な
り
、老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で
き
た
活

動
そ
の
も
の
で
す
。さ
ら
に
、孤
独・孤
立
対

策
や
認
知
症
対
策
に
お
い
て
も
高
齢
者
が
支

え
合
う
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、「
生
活
を
豊
か
に
す
る

活
動
」と「
地
域
を
豊
か
に
す
る
活
動
」を
通

じ
て
活
動
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
次
の
世
代
に
活
動
を
繋
げ
て
い
け
る

よ
う
、楽
し
い
活
動
を
広
く
知
ら
せ
、新
し

い
仲
間
を
一
人
で
も
多
く
迎
え
、元
気
で
魅

力
あ
ふ
れ
る
活
動
づ
く
り
に
向
け
て
、歩
み

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
目
標

　
保
険・医
療・介
護・福
祉
等
の
基
盤
確
保
、

建
物・移
動・情
報
通
信
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

防
犯
防
災・事
故
防
止
等
の
安
全
対
策
な
ど
、

人
口
減
少・高
齢
社
会
に
お
け
る
様
々
な
生

活
課
題
、地
域
課
題
に
対
し
、行
政
、自
治

会
、社
会
福
祉
協
議
会
、民
生
委
員・児
童
委

員
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、警
察
、消
防

な
ど
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
て
、こ
れ

ら
の
解
消
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⑴�

組
織
活
動
の
充
実
強
化
に
向
け
た
取
組
み

の
推
進

・�

老
人
ク
ラ
ブ
の
意
義
や
有
用
性
へ
の
理
解

を
深
め
る
取
組
の
推
進

・�

健
康
づ
く
り
活
動
や
友
愛
活
動
な
ど
具
体

的
な
活
動
を
通
し
た
加
入
促
進

・�

高
年
、女
性
、若
手
会
員
の
個
別
連
携
し

た
活
動
の
推
進

・�「
老
人
の
日・老
人
週
間
」で
の
活
動
の
推
進

・�

広
報・情
報
提
供
の
充
実

⑵�

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
し
く
み
づ
く
り

に
資
す
る
全
国
三
大
運
動
の
推
進

①
健
康
活
動

・�
健
康
を
保
持・増
進
す
る
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）

予
防
活
動
の
推
進

・�「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」「
高
齢
者
向
け
体

力
測
定
」「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」の
推
進

機
関
紙
「
大
椿
寿
」
は
、
奈
良
県

共
同
募
金
会
の
助
成
金
を
受
け

て
発
行
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

�

県
老
連

一
般
財
団
法
人 

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
八
年
度
に
変
更
の
あ
っ
た
役
員
お
よ
び 

評
議
員
の
紹
介
で
す�

五
月
現
在

②
友
愛
活
動

・�

多
様
な
生
活
支
援・通
い
の
場
づ
く
り・見

守
り
支
援・情
報
伝
達
支
援
等
の
活
動
推
進

・�

新
地
域
支
援
事
業（
介
護
予
防・日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
）へ
の
参
画
推
進

③
奉
仕
活
動

・�「
社
会
奉
仕
の
日
」一
斉
奉
仕
活
動
の
推
進

・�

高
齢
者
の
安
全・安
心
に
向
け
た
取
組
み

の
推
進

・�

高
齢
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
た
取
組
み

の
推
進
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2026（令和 8）年度　　県老連　今後の主な行事予定

令和 7年度　　決　算 令和 8年度　　予　算

開催予定月日（曜日） 時　間 名　　　　　　　　称 場　　　　　所 備　　　考
　9月　9日（水） 10時～ 高齢者健康マージャン大会 県社会福祉総合センター

5F　大会議室 参加申込締切日（8月7日）

　9月10日（木） 13時30分～ 理事会（第73回） 県社会福祉総合センター
５F　大会議室

　9月15日（火）
　　～21日（月） 老人の日・老人週間

　9月20日（日） 老人クラブ全国一斉「社会奉仕の日」各市町村老連
　9月29日（火） 9時～ パークゴルフ大会① 広陵パークゴルフコース 参加申込締切日（９月４日）
10月　8日（木） 9時20分～ ペタンク大会� 【雨天時10月9日（金）】橿原運動公園まほろば広場 参加申込締切日（９月７日）
10月16日（金） 8時～ ゴルフ大会 奈良若草カントリー倶楽部 参加申込締切日（９月１８日）
10月23日（金） 健康ウォーキング 近江八幡 参加申込締切日（１０月１６日）

10月30日（金） 13時～ 老人クラブ指導者研修会 県社会福祉総合センター
６F　大ホール

11月　5日（木） 10時～ グラウンド・ゴルフ大会
� 【雨天時　11月12日（木）】橿原公苑　陸上競技場 参加申込締切日（９月３０日）

11月10日（火） 10時～ 健康ウォークラリー大会 桜井市 参加申込締切日（１０月１６日）
11月14日（土） 老人福祉功労者等表彰式 奈良県コンベンションセンター（奈良市） 詳細は後日

11月17日（火） 9時～ ゲートボール大会
� 【雨天時　11月18日（水）】橿原公苑　陸上競技場 参加申込締切日（１０月２日）

11月26日（木）
　　～27日（金） 全国老人クラブ大会 とりぎん文化会館

（鳥取県立県民文化会館）
12月　4日（金） 9時～ パークゴルフ大会② 広陵パークゴルフコース 参加申込締切日（10月30日）
12月10日（木） 13時～ ワナゲ大会 県社会福祉総合センター 参加申込締切日（１１月２７日）

令和9年
　1月20日（水） 10時～ 介護予防・健康づくりリーダー

養成講座（開講式）
県社会福祉総合センター
５F　大会議室　他 受講申込締切日（１２月１８日）

　2月　1日（月） 10時～ 介護予防・健康づくりリーダー養成
講座（公開講座）軽スポーツ講習会

県社会福祉総合センター
６F　大ホール 参加申込締切日（１月２２日）

　2月12日（金） 13時30分～ 県老連女性部会活動研修会 県社会福祉総合センター
５F　大会議室 参加申込締切日（２月１日）

　2月26日（木） 13時30分～ 近老協第3回定例会
（県老連会長・事務局長） 大阪府社会福祉会館

　3月　3日（水） 13時30分～ 理事会（第74回） 県社会福祉総合センター
５F　大会議室

　3月11日（木） 13時30分～ 女性部会常任委員会 県社会福祉総合センター
６F　中会議室

（単位：千円）
科　　　目 決　算　額 備　　　考

Ⅰ　経常収益
基本財産運用益 1,023 利息等
受取会費 4,868 会員＠100円

受取補助金等 7,908
県補助金、
県社協委託金、
共同募金会助成金

雑収益 1,241 広告収入、
預金利息ほか

受取負担金 1,122 各種大会参加者、
受講者負担金

経常収益計 16,162
Ⅱ　経常費用
事業費 10,717
管理費 5,112
経常費用計 15,829
当期経常増減額 333
Ⅲ　経常外収益
経常外収益計 0
Ⅳ　経常外費用
経常外費用計 0
当期一般正味財産増減額 333
一般正味財産期首残高 50,796
一般正味財産期末残高 51,129
正味財産期末残高 51,129

（単位：千円）
科　　　目 予　算　額 備　　　考

Ⅰ　経常収益
基本財産運用益 500 利息等
受取会費 4,800 会員＠100円

受取補助金等 8,548
県補助金、
県社協委託金、
共同募金会助成金

雑収益 1,440 広告収入、
預金利息ほか

受取負担金 1,385 各種大会参加者
負担金

経常収益計 16,673
Ⅱ　経常費用

事業会計

4,566 活動推進員設置
3,327 健康づくり事業
1,695 リーダー育成
1,753 一般活動・広報

法人会計 5,332 管理費
経常費用計 16,673
当期経常増減額 0
Ⅲ　経常外収益
経常外収益計 0
Ⅳ　経常外費用
経常外費用計 0
正味財産増減額 0

※上記の日程及び会場は、今後変更になる場合があります。ご注意ください。
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奈
良
県
で
は
、
誰
も
が
年
齢
を
重
ね
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
福
祉
施
策
を
総
合
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
五

年
三
月
に
制
定
し
た
、「
奈
良
県
高
齢
者
が
社
会
参
加
し
、
い
き
い
き
と
活
動
す
る
こ
と
を
促

進
し
て
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
図
る
条
例
」
を
踏
ま
え
、「
支
え
ら
れ
る
側
」
だ
け
で

な
く
「
支
え
る
側
」
と
し
て
活
躍
で
き
る
高
齢
者
像
を
描
き
、
就
労
機
会
の
提
供
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
へ
の
参
加
促
進
、
生
涯
学
習
講
座
の
開
講
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
会

活
動
へ
の
参
画
支
援
な
ど
、
多
様
な
社
会
参
加
の
場
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
九
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
・
認
知
症
施
策
推
進
計
画
」

等
に
基
づ
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
医
療
・
介
護
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
、
認
知
症
の
方
と
家
族
へ
の
支
援
強
化
な

ど
を
柱
と
し
て
、
将
来
の
高
齢
者
人
口
の
増
加
や
支
援
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
見
据
え
な
が
ら
、

県
・
市
町
村
・
関
係
機
関
が
連
携
し
た
計
画
的
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
支
援
計
画・認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
着
実
な
推
進

　
医
療
や
介
護
な
ど
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
深
化
・
推
進
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
や
認
知
症
施
策
な

ど
、「
奈
良
県
高
齢
者
福
祉
計
画・第
九
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画・認
知
症
施
策
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
市
町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
着
実
に
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
八
年
度
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
「
高
齢
者
の
生
活
・
介
護
等
に
関
す
る
県
民
調
査
」
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
二
〇
四
〇
年
を
見
据
え
な
が
ら
、
令
和

九
年
度
か
ら
十
一
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
奈
良
県
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
十
期
介
護
保
険

事
業
支
援
計
画
・
認
知
症
施
策
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の
取
組

①�　
社
会
参
加
の
分
野
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
経
験
や
知
識
を
地
域
で
生
か
す
こ
と
を
め
ざ
し
、

高
齢
者
向
け
の
就
労
相
談
や
短
時
間
・
柔
軟
な
働
き
方
の
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
へ
の
参
加
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

�　
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
サ
ロ
ン
の
活
動
の
活
性
化
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
や
デ
ジ
タ
ル

機
器
に
慣
れ
る
た
め
の
講
習
な
ど
、
新
し
い
学
び
や
交
流
の
場
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

�　
市
町
村
が
配
置
す
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
見
守
り
活
動
や
買
い
物

支
援
、
通
い
の
場
の
運
営
な
ど
に
高
齢
者
自
身
が
関
わ
る
こ
と
で
、「
お
互
い
さ
ま
」
の
意

識
を
育
み
、
世
代
を
超
え
た
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
、
孤
立
防
止
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②�　
健
康
づ
く
り・介
護
予
防
の
面
で
は
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
通
い
の
場
」

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
体
操
や
口
腔
ケ
ア
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
趣
味
・

文
化
活
動
、
交
流
会
な
ど
、
多
様
な
内
容
を
組
み
合
わ
せ
、
楽
し
み
な
が
ら
心
と
体
の
健
康

を
保
て
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
や
保
健
師
な
ど
が
市

町
村
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
通
い
の
場
で
の
取
組
が
医
療
・
介
護

と
つ
な
が
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
、
重

度
化
の
予
防
や
在
宅
生
活
の
継
続
を
支
え

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
を
め
ざ
し
、

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
を
広
げ
る
啓
発

や
家
族
支
援
の
充
実
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
実
施
な
ど
も
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
奈
良
県
は
、市
町
村
や
関
係
機
関・

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
条
例
や
第
九
期
計

画
を
着
実
に
推
進
し
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り

が
役
割
と
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
全
・
安
心

に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。





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







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




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





奈
良
県
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
概
要

奈
良
県
の
高
齢
者
福
祉
対
策
の
概
要
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一
、応
募
資
格

１
．
奈
良
県
在
住
の
七
十
歳
以
上
で
歯

の
健
康
な
方（
若
干
の
欠
損
歯
、
か

ぶ
せ
等
可
）

２
．
直
近
三
年
間
に
最
優
秀
賞
を
受
賞

さ
れ
た
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

二
、応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、

性
別
、年
齢
を
明
記
し
左
記
宛
に
送
付

〒
六
三
〇
―
八
〇
〇
二

奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
―
二

奈
良
県
歯
科
医
師
会

高
齢
者
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
係
ま
で

三
、応
募
期
限

令
和
八
年
七
月
十
日（
金
）
～

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日（
月
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）　
先
着
百
二
十
名

四
、審
査
お
よ
び
表
彰

日
時　

�

令
和
八
年
十
月
八
日（
木
）

正
午
～
午
後
四
時
半

場
所　

�

奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
―
二

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

※
８
０
２
０
達
成
者
に
は
認
定
証
が
授
与

さ
れ
、
最
優
秀
者
に
は
後
日
、
知
事
よ

り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

主
催　
一
般
社
団
法
人
奈
良
県
歯
科
医
師
会

共
催　
奈
良
県

後
援　

�

一
般
財
団
法
人
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

公
益
財
団
法
人
８
０
２
０
推
進
財
団

＊
昼
食
は
お
済
ま
し
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い

※
ご
不
明
の
点
は
、県
歯
科
医
師
会
ま
で

☎　
〇
七
四
二
―
三
三
―
〇
八
六
一

第
三
十
回

奈
良
県
高
齢
者

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
要
項

私たちは、奈良県老人クラブ連合会の活動を応援しています
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■開 催 日　�Ａ日程…令和8年9月29日㈫　9：00～12：00（受付8：30～9：00） 
Ｂ日程…令和8年12月4日㈮　9：00～12：00（受付8：30～9：00）

■場　　所　広陵パークゴルフコース　広陵町百済2438-1　TEL 0745-55-8957
■定　　員　両日ともに先着120名
■参 加 費　老人クラブ会員300円／一般高齢者500円
■プレー代　��広陵町、香芝市及び田原本町佐味在住の方200円／ 

上記以外に在住の方500円　※クラブ・ボールレンタル料別途100円
■申込方法　�参加申込書は、県老連ホームページに掲載。 

往復はがき、FAX、または県老連ホームページの申込フォームのいずれかで奈
良県老人クラブ連合会事務局へ（参加費等は大会当日徴収） 
＊記載事項　�①氏名（フリガナ）②住所③電話番号④FAX番号⑤年齢（生年月日） 

⑥所属老人クラブ⑦クラブ・ボールレンタルの有無 
⑧参加日（AかB、どちらでもの方はC）を記入

　　　　　　※お一人様いずれか1回しか申し込みできません。　※電話での申し込みは不可。
■申込締切　�定員に達した時点で申し込みを締め切ります。 

Ａ日程　令和8年9月4日㈮　　 当日消印有効
　　　　　　※令和8年9月18日㈮までに決定通知をします。
　　　　　　Ｂ日程　令和8年10月30日㈮　当日消印有効
　　　　　　※令和8年11月13日㈮までに決定通知をします。
※�大会前日の正午直前のNHKテレビ天気予報で、当日の奈良県北部の午前の降水確率が

70%以上の時及び当日に警報が発令されている時は中止。

第 6 回 パークゴルフ大会第 6 回 パークゴルフ大会

■開 催 日　�令和8年9月9日㈬ 
10：00～16：00（受付9：30～10：00）

■場　　所　県社会福祉総合センター5F大会議室
■参加対象　�老人クラブ会員・県内在住の一般高齢者 

80名（先着順）
■参 加 費　�老人クラブ会員1,500円／一般高齢者2,000円 

※昼食は各自ご用意ください。
■申込方法　�往復はがきを使用し、住所、氏名（フリガナ）、年齢（生年月日）、電話番号、 

所属クラブ名を記入 
（返信部分には、住所・氏名のみ記入。はがき1枚につき1名の記入） 
※団体での申込および電話・FAXでの申込は不可。

■申込締切　令和8年8月7日㈮　当日消印有効

高齢者健康マージャン大会高齢者健康マージャン大会

（ 個 人 情 報 は 各 大 会 の み に 使 用 し ま す ）（ 個 人 情 報 は 各 大 会 の み に 使 用 し ま す ）参加者募集
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■申込先・問い合わせ先　�〒634-0061　橿原市大久保町320-11 奈良県社会福祉総合センター4F 
（一財）奈良県老人クラブ連合会　○○大会　係 
（※○○には、申し込む大会名を記入） 
＊�なお、「ゴルフ大会」「パークゴルフ大会」につきましては今回より県老連ホームペー
ジ内の「参加申込フォーム」より直接申し込みができますのでご利用ください。

■開 催 日　�令和8年10月16日㈮
■場　　所　�奈良若草カントリー倶楽部（奈良市下深川町850-6）
■参加対象　�老人クラブ会員・県内在住の一般高齢者／100名程度 

（18Hプレーできる方）　※キャディなし 
（申込多数の場合抽選）

■プレー代　�9,990円（昼食・懇親会費・消費税込） 
別途ロッカー、風呂使用料440円（消費税込）必要

■参 加 費　�老人クラブ会員1,000円／一般高齢者1,500円
■申込方法　�往復はがきを使用し、住所、氏名（フリガナ）、年齢（生年月日）、電話番号、 

所属クラブ名を記入 
（返信部分には、住所・氏名のみ記入。はがき1枚につき1名の記入） 
※�団体での申込および電話・FAXでの申込は不可。 

または県老連ホームページの申込フォームを使用して申込可。
■申込締切　�令和8年9月18日㈮　当日消印有効

県老連 ゴルフ大会県老連 ゴルフ大会

大会スローガン　「歩いてつくろう、百歳元気！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　令和8年度「桜井市方面」で開催
主 催…（一財）奈良県老人クラブ連合会　　主 管…桜井市老人クラブ連合会
■開 催 日　�　　令和8年11月10日㈫（小雨決行・荒天中止）　午前9：30～
　　　　　　　　�※�大会前日の正午直前のNHKテレビ天気予報で、当日の奈良県北部の午前

の降水確率が70%以上の時及び当日に警報が発令されている時は中止。
■場　　所　　　桜井市内
■募集チーム数　�総勢40チーム 

各市町村老連3チーム以内（それ以上は応相談）／一般高齢者チーム若干数 
※チーム構成…4人で1チーム（性別問わず）

■参 加 費　　　会員チーム3,000円／1チーム　一般高齢者チーム4,000円／1チーム
■申込方法　　　�会員チーム…各市町村老連より所定の用紙で県老連に申込ください。 

一般高齢者チーム…往復はがきにチーム名、4人の住所・氏名・年齢・性別・
TEL・リーダー名を記入し県老連に申込ください。

■申込締切　　　�令和8年10月16日㈮

第 14 回 県老連健康ウォークラリー大会第 14 回 県老連健康ウォークラリー大会
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④	 イ
	� 　令和7年3月末現在の全国の会員数は、3,504,816人です。選択肢アは、ピーク時（平成10年

前後）の会員数です。
⑤	 イ
	� 　令和７年4月1日現在の県老連加入クラブの会員数は、48,678人です。選択肢アは、ピーク時

（平成10年前後）の会員数です。
⑥	 ウ
	� 　老人福祉法は、高齢者福祉の理念や高齢者福祉サービス（施設、在宅支援、相談など）の基本ルー

ルを定めた法律です。
	� 　その第13条第2項で「地方公共団体は、老人の福祉を増進することを目的とする事業の振興を

図るとともに、老人クラブその他当該事業を行う者に対して、適当な援助をするように努めなけ
ればならない。」と規定されています。

⑦	 イ
	� 　高齢者地域福祉推進事業（単位老人クラブ、市町村老連及び都道府県指定都市老連への助成な

ど）として、令和8年度当初予算に2,320,871千円が計上されています。選択肢アの32億円は予
算額のピーク時（平成9年前後）の予算額、選択肢ウの1億円は国庫補助が始まった昭和38年度
の予算額です。

⑧	 イ
	� 　市町村老人クラブ活動支援事業及び県老連活動推進事業として、令和8年度当初予算に、合わ

せて27,616千円が計上されています。
⑨	 ア
	� 　会員数が減少して要件を満たさないクラブが発生していることを踏まえて、厚生労働省では弾

力的な運用を認めており、「おおむね30人以上」という基準を一律に適用することのないよう、都
道府県等に対して十分な配慮を求めています。

⑩	 ア
	� 　平成15年に「敬老の日」が９月15日から9月第3月曜日になりました。その際、老人クラブで

は、国民自らが築き上げてきた、いわば老人福祉の記念日（原点）である9月15日を残そうと各
方面に働きかけ、その結果、老人福祉法が改正され、平成14年から新たに9月15日が「老人の日」、
同日から1週間が「老人週間」となりました。

私たちは、奈良県老人クラブ連合会の活動を応援しています
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～老人クラブ～老人クラブ
� のことを知ろう！～� のことを知ろう！～

老人クラブクイズ

【 問　題 】

①	 次の（A）（B）に当てはまるのは？
	 「老人クラブは（A）を基礎とする高齢者の（Ｂ）的な組織です。」
		  （Ａ）　ア　サークル活動	 イ　絆（きずな）	 ウ　地域
		  （Ｂ）　ア　自主	 イ　公益	 ウ　互助
②	 次の（A）（B）に当てはまるのは？
	 「老人クラブのメインテーマは、『のばそう！（A）、担おう！（B）づくりを』です。」
		  （Ａ）　ア　健康寿命	 イ　平均寿命	 ウ　可能性
		  （Ｂ）　ア　地域	 イ　まち	 ウ　健康
③	 老人クラブの全国三大運動とは？
		  ア　「スポーツ」「交流」「安全」	 イ「健康」「友愛」「奉仕」	 ウ「自治」「奉仕」「学習」
④	 令和7年3月末の全国の老人クラブ会員数は？
		  ア　約880万人	 イ　約350万人	 ウ　約150万人
⑤	 令和7年4月1日現在の奈良県老人クラブ連合会加入の老人クラブ会員数は？
		  ア　約13万人	 イ　約5万人	 ウ　約1万人
⑥	 老人クラブは、昭和38年に施行された「　　法」に位置付けられています。
		  ア　介護保険法	 イ　高齢社会対策基本法	 ウ　老人福祉法
⑦	 令和8年度国の老人クラブ関係予算の額は？
		  ア　約32億円	 イ　約23億円	 ウ　約1億円
⑧	 令和8年度奈良県の老人クラブ関係予算は？
		  ア　約5千5百万円	 イ　約２千８百万円	 ウ　約１千万円
⑨	 国庫補助の対象となる単位クラブの会員規模は？
		  ア　おおむね30人以上	 イ　おおむね50人以上	 ウ　おおむね100人以上
⑩	「老人の日」はいつ？
		  ア　9月15日	 イ　9月第3月曜日	 ウ　11月23日

【 正　解 】

①	（Ａ）ウ（Ｂ）ア
		  老人クラブは、「地域を基礎とする高齢者の自主的な組織」です。
②	（Ａ）ア（Ｂ）ア
		  この「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」は、平成26年度から全国的に掲げています。
③	 イ
	� 　「健康」「友愛」「奉仕」の活動は、高齢者が健康で安心して暮らし、地域を支え合う社会をつくる

ための全国共通の取り組みです。
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私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

赤い羽根共同募金運動
� 80 周年記念イベントを開催します。
　「共同募金」は、寄付した方々の地域でいきる寄付金です。
　昭和 22 年に「国民たすけあい共同募金」として始まった赤い羽
根共同募金運動は、皆様のご理解とあたたかい心に支えられ 80 周
年を迎え、これまでの感謝を込め「令和 8 年度赤い羽根共同募金
運動キックオフセレモニー」と併せて、記念イベントを開催します。
　ぜひお越しください。
○開催日　　令和 8 年 10 月 7 日（水）午後
○会　場　　DMG MORI やまと郡山城ホール 大ホール
○参加料　　無料（会場にて共同募金へのご協力を受け付けています）
○内　容　　�①オープニング（畝傍高校音楽部による演奏） 

②記念行事（会長表彰等） 
③マリンバコンサート（松本真理子氏） 
④赤い羽根ひろば（県・市町村共募による合同募金活動）

○主　催　　奈良県共同募金会、39 市町村共同募金委員会

○あなたのまちの未来のために、遺せるものはありませんか
　「自分が築いた財産を困りごとを抱えておられる方々のために使って欲しい」、「故人の遺産を地域の子
どもたちのために役立ててほしい」とお考えの皆さま、共同募金を通じて、その思いを生かしませんか。
　遺贈をお考えの方を法的手続き面（遺言書作成、遺言執行手続、登記手続等）でサポートするため、
令和 7 年 1 月、奈良県司法書士会との間で「『遺贈による寄附制度』に関する協定」を締結しました。
　皆さまからお預かりした貴重な財産は、地域のさまざまな福祉団体に共同募金助成としてお配りします。

令令和和88年年度度共共同同募募金金運運動動 募募金金目目標標額額 11億億44,,880000万万円円
皆皆ささままののごご協協力力ををおお願願いいししまますす

社社会会福福祉祉法法人人 奈奈良良県県共共同同募募金金会会
ホームページ

⾚い⽻根共同募⾦運動80周年記念イベントを開催します。
「共同募⾦」は、寄付した⽅々の地域でいきる寄付⾦です。
昭和22年に「国⺠たすけあい共同募⾦」として始まった⾚い⽻根共同募⾦運動は、皆様のご

理解とあたたかい⼼に⽀えられ80周年を迎え、これまでの感謝を込め「令和8年度⾚い⽻根共
同募⾦運動キックオフセレモニー」と併せて、記念イベントを開催します。
同時に、市町村共同募⾦委員会との合同募⾦活動も実施します。ぜひお越しください。

○開催日 令和8年10月7日(水) 午後
○会 場 やまと郡山城ホール 大ホール
○参加料 無料
○内 容 ①オープニング(畝傍高校音楽部による演奏)

② 記念⾏事 （共同募⾦運動80年の振り返り、会⻑表彰等）
③ マリンバコンサート（松本真理⼦⽒）
④ ⾚い⽻根ひろば （県・市町村共募による合同募⾦活動）

○主 催 奈良県共同募⾦会、39市町村共同募⾦委員会

○あなたのまちの未来のために、遺せるものはありませんか
「⾃分が築いた財産を困りごとを抱えておられる⽅々のために使って欲しい」、「故⼈の遺産を地域の⼦どもたちのために役⽴ててほしい」とお考えの

皆さま、共同募⾦を通じて、その思いを⽣かしませんか。
遺贈をお考えの⽅を法的手続き面(遺⾔書作成、遺⾔執⾏手続、登記手続等)でサポートするため、令和7年1月、奈良県司法書⼠会との間

で「『遺贈による寄附制度』に関する協定」を締結しました。
皆さまからお預かりした貴重な財産は、地域のさまざまな福祉団体に共同募⾦助成としてお配りします。

公式インスタグラム
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老人クラブ「老人の日・老人週間」
 仲間と集い、高齢者の元気な姿を示そう！
9月15日は　わが国老人福祉の記念日（原点）です

《主　　唱》	 全国老人クラブ連合会	 奈良県老人クラブ連合会
《実施主体》	 市町村老人クラブ連合会	 単位老人クラブ
《推進期間》	 �9月15日「老人の日」から21日までの1週間	

地域の状況に応じて、其の前後に実施しても差し支えないものとする
《実施内容》 
　�「健康」「友愛」「奉仕」の全国三大運動を共通運動とし、これらの取り組みをとおして、

高齢者の意欲と姿勢を地域社会に示すものとする

健康・友愛・奉仕「全国三大運動」の推進
　　　　活動目標　（1） 地域高齢者の健康づくり・介護予防
　　　　　　　　　（2） 在宅高齢者やその家族を支援する友愛活動
　　　　　　　　　（3） 安全・安心の住みよいまちづくりをめざすボランティア活動

①	健康活動
	 ⃝ �日頃の健康管理・正しい生活習慣の学習・実践（栄養・運動・休養、喫煙・飲酒、病気・ねたきり・認知症の予

防、歯・口腔の健康づくり、薬の使い方、医療機関のかかり方、健康手帳やお薬手帳の活用、事故防止等）
	 ⃝ �いきいきクラブ体操・健康ウォーキング・シニアスポーツの実施
	 ⃝ �趣味・サークル活動の拡充、おしゃべり会の開催
	 ⃝ �料理講習会・食事会の開催
	 ⃝ �家庭内外での転倒しない環境づくり、ヒヤリ地図の作成
	 ⃝ �健康診断・歯（口腔）の定期検診の受診促進、体力測定会の開催
	 ⃝ �高齢者医療や介護保険など制度・施策の学習　　など

②	友愛活動
	 ⃝ �関係機関と連携した集いの場つくり（サロン、ふれあい喫茶、居場所の確保等）
	 ⃝ �日常生活の困りごと支援（電球交換、ゴミだし、物の移動、買い物等）
	 ⃝ �情報の伝達・提供（クラブや町内情報、福祉・防犯・災害・避難などの情報）
	 ⃝ �ひとり暮らしや高齢者世帯への安否確認・声かけ・友愛訪問・話し相手・行事等への参加の呼びかけ
	 ⃝ �認知症への正しい理解、権利擁護などの学習活動　　など

③	奉仕（ボランティア）活動
	 ⃝ �全国一斉「社会奉仕の日」（9月20日）の取り組み
	 ⃝ �公共施設や道路の清掃・美化・緑化・花づくり
	 ⃝ �資源回収・リサイクル活動
	 ⃝ �高齢者施設におけるボランティア
	 ⃝ �地域（子ども）見守りパトロール活動
	 ⃝ �防犯・防災のための活動
	 ⃝ �伝承や他世代交流
	 ⃝ �高齢者や地域から期待される活動への支援　　など
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孫
娘
の
思
い
や
り�

�
葛
城
市　
阪
口
　
君
代
（
80
歳
）

孫
娘
が
、
暮
れ
の
二
十
九
日
に
帰
省

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
娘
夫
婦
は

大
晦
日
か
ら
沖
縄
旅
行
の
た
め
、
元
日

は
孫
娘
と
二
人
で
お
せ
ち
と
お
雑
煮
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
は
一
人
で
食
事
を

と
り
、
テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て
喋
る
だ
け
の

私
に
は
と
て
も
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。

「
お
母
さ
ん
た
ち
の
い
な
い
間
は
、
お

も
ち
を
食
べ
な
い
で
ね
。
も
し
も
食
べ
る

時
に
は
、
小
さ
く
切
っ
て
食
べ
て
ね
。
喉

が
つ
ま
っ
た
ら
大
変
だ
か
ら
ね
。」
と
、

孫
娘
は
真
剣
な
面
持
ち
で
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
可
愛
い
可
愛
い
と
思
っ
て
い
た
子

か
ら
、
母
の
よ
う
な
言
葉
を
か
け
て
も
ら

い
目
が
潤
み
ま
し
た
。
お
昼
も
お
せ
ち
と

お
雑
煮
を
喜
ん
で
食
べ
、
次
の
帰
省
の
約

束
を
し
て
「
じ
ゃ
あ
、
帰
る
ね
。」
と
言

い
東
京
へ
帰
り
ま
し
た
。手
を
取
り
合
い
、

肩
を
抱
き
し
め
た
温
も
り
が
一
日
中
私
の

胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。「
時
々
電
話
す
る

ね
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
す
る
わ
ね
。」
の
優
し

い
言
葉
と
、
思
い
遣
り
の
深
さ
に
感
謝
と

感
動
の
素
晴
ら
し
い
元
日
で
し
た
。

大
阪
の
ど
こ
か
の
会
社
に
勤
め
て
、

ず
っ
と
傍
に
居
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
な

あ
と
自
分
勝
手
な
事
を
つ
い
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
孫
娘
に
と
っ
て
、
ど
う
ぞ
幸
多

き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
る
毎
日

で
す
。

あ
れ
か
ら
十
七
年�

�

大
和
高
田
市　
今
中
恵
美
子
（
87
歳
）

今
年
、
大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
が

一
月
二
十
五
日
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
。

十
七
年
前
も
一
月
二
十
五
日
日
曜
日
の
開

催
だ
っ
た
。
マ
ラ
ソ
ン
大
好
き
の
夫
が
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
だ
ろ
う
と
病
室
へ
向
か

う
と
、
看
護
師
さ
ん
た
ち
が
慌
た
だ
し
く

動
き
回
っ
て
い
る
。
病
室
に
入
る
と
、
夫

は
危
篤
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

年
に
二
回
検
診
を
受
け
、
前
年
十
一
月

に
は
異
常
な
か
っ
た
の
に
、
五
月
に
癌
が

で
き
て
い
る
と
判
明
し
た
。
内
視
鏡
で
簡

単
に
取
れ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
た
が
、
膀

胱
全
摘
除
術
と
回
腸
導
管
造
設
術
を
外

科
と
泌
尿
器
科
の
先
生
二
人
が
か
り
で

十
時
間
余
り
の
大
手
術
。
人
口
膀
胱
に

な
り
、
ス
ト
ー
マ
の
交
換
は
私
の
役
目
と

な
っ
た
。
す
べ
て
切
除
し
た
と
聞
い
て
い

た
の
に
、
八
ヶ
月
後
同
じ
場
所
に
再
発
し

た
。
ど
う
に
も
で
き
な
い
、
こ
れ
か
ら
痛

み
が
出
て
く
る
が
す
ぐ
に
命
が
ど
う
に
か

な
る
こ
と
は
な
い
と
説
明
を
受
け
た
一
週

間
後
の
こ
と
で
、
あ
ま
り
に
も
突
然
す
ぎ

て
び
っ
く
り
し
た
。

娘
を
呼
び
、兄
姉
や
親
戚
に
連
絡
し
た
。

大
勢
の
身
内
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
痛
み

も
苦
し
み
も
な
く
静
か
に
穏
や
か
な
表
情

で
七
十
五
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。そ
の
時
、

生
後
十
ヶ
月
だ
っ
た
孫
も
今
年
大
学
生
に

な
っ
た
。
夫
が
生
き
て
い
れ
ば
ど
ん
な
に

喜
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
と
残
念
で
な

ら
な
い
が
、
い
つ
も
お
浄
土
か
ら
見
守
っ

て
い
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

昨
年
、
親
戚
が
大
勢
集
ま
っ
て
く
れ
て

十
七
回
忌
の
法
要
を
す
ま
せ
た
。
歳
月
の

過
ぎ
る
速
さ
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
私
は
今

日
も
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
る
。

私
の
大
切
な
人�

�

大
和
郡
山
市　
川
本
　
惠
子
（
81
歳
）

高
校
時
代
、
一
番
価
値
観
を
共
有
す

る
方
と
常
に
行
動
を
共
に
い
た
し
て
お

り
ま
し
た
。
昨
夏
、
六
十
余
年
振
り
に

再
会
で
き
て
ほ
ん
と
う
に
嬉
し
く
て
懐

か
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

方
は
、
三
輪
一
番
の
良
家
の
お
嬢
様
で
美

大
を
出
て
シ
ニ
ア
県
展
の
工
芸
の
審
査

員
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
互
い
紆

余
曲
折
が
あ
り
、
そ
の
方
は
乳
癌
の
手

術
が
う
ま
く
い
き
今
は
す
こ
ぶ
る
元
気

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

私
は
と
い
う
と
、
心
の
病
気
で
四
十

年
余
り
辛
く
苦
し
い
ト
ン
ネ
ル
の
中
で

闘
病
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
心

の
持
ち
よ
う
で
徐
々
に
回
復
い
た
し
ま

し
た
。
今
は
お
互
い
健
康
で
あ
る
こ
と

に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
私
た
ち
に
残
さ
れ
た
時
間
を
、
好
奇

心
を
頼
り
に
文
化
的
な
事
に
挑
み
自
分

磨
き
に
拍
車
を
か
け
て
、
信
念
を
曲
げ

ず
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私たちは、奈良県老人クラブ連合会の活動を応援しています
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昔
懐
か
し
い
「
縁
台
将
棋
」�

�

桜
井
市　
野
口
　
敏
雄
（
87
歳
）

久
し
ぶ
り
に
小
学
四
年
生
の
孫
が
や
っ

て
来
た
。
今
、
学
童
学
級
で
将
棋
を
習
っ

て
る
と
い
う
こ
と
で
一
局
さ
す
こ
と
に
し

た
。
か
つ
て
昭
和
の
時
代
は
、
あ
ち
こ
ち
で

見
か
け
、
親
し
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
「
縁
台

将
棋
」。
あ
の
パ
チ
リ
と
響
く
音
や
野
次
を

飛
ば
し
合
う
賑
わ
い
の
中
に
は
、
現
在
の

子
ど
も
た
ち
が
変
化
の
激
し
い
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
に
必
要
な
「
生
き
る
力
」
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
将
棋
を

通
じ
て
養
わ
れ
る
「
選
択
と
決
断
」
そ
し

て
勝
敗
の
先
に
あ
る
大
切
な
価
値
に
つ
い

て
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い
く
べ
き

か
を
考
え
た
い
。

将
棋
の
対
局
中
、
常
に
「
自
陣
と
敵
陣

の
優
劣
」
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
。
自
分

の
王
様
は
安
全
か
、
相
手
の
攻
め
は
ど
の

程
度
迫
っ
て
い
る
か
。
こ
れ
は
単
な
る
ゲ
ー

ム
の
形
勢
判
断
で
は
な
い
。
自
分
を
取
り

巻
く
環
境
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
「
観
察

眼
」
そ
の
も
の
だ
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、

情
報
が
あ
ふ
れ
る
時
代
に
生
き
て
い
る
。

し
か
し
、
あ
ふ
れ
る
情
報
の
海
に
飲
み
込

ま
れ
自
分
の
立
ち
位
置
を
見
失
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
少
な
く
は
な
い
。
盤
上
で
「
今

自
分
は
苦
し
い
の
か
、
そ
れ
と
も
攻
め
る

チ
ャ
ン
ス
か
」
を
冷
静
に
判
断
す
る
経
験

は
、
現
実
社
会
に
お
い
て
「
今
自
分
は
何

を
す
べ
き
か
」
を
正
し
く
見
極
め
る
力
へ
と

つ
な
が
る
。
そ
こ
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ

る
こ
と
を
将
棋
は
教
え
て
く
れ
る
。

形
勢
を
把
握
し
た
次
に
求
め
ら
れ
る
の

が
「
優
先
順
位
」。
将
棋
に
は
攻
め
る
手
、

守
る
手
、
一
見
無
駄
に
見
え
る
け
ど
後
で
効

い
て
く
る
「
力
を
溜
め
る
手
」
な
ど
無
数
の

選
択
肢
が
あ
る
。「
飛
車
を
取
る
の
が
先
か
、

王
様
を
守
る
の
が
先
か
」
こ
の
葛
藤
の
中

で
、
自
分
の
価
値
観
を
総
動
員
し
て
方
針

を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
か
を
得

る
た
め
に
は
何
か
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
「
取
捨
選
択
」
の
プ
ロ
セ
ス
こ

そ
が
、
人
生
に
お
け
る
決
断
力
の
雛
形
と

な
る
。
数
手
先
を
見
据
え
て
「
今
は
耐
え

る
時
だ
」「
今
は
勝
負
に
出
る
時
だ
」
と
正

解
の
わ
か
ら
な
い
問
い
が
続
く
。
縁
台
将

棋
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
「
待
っ

た
」
は
な
い
。
一
度
指
し
た
手
は
取
り
消
せ

な
い
。
そ
の
一
手
に
よ
っ
て
形
勢
が
逆
転
し

負
け
に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

す
べ
て
自
分
が
決
め
た
結
果
だ
。
現
在
は

失
敗
を
恐
れ
る
あ
ま
り
誰
か
が
道
を
決
め

て
選
ん
だ
り
、
決
断
を
先
延
ば
し
に
し
た

り
し
が
ち
な
時
代
だ
。
し
か
し
、
将
棋
盤

の
前
で
は
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
。
孤
独

の
中
で
考
え
抜
き
、
震
え
る
手
で
駒
を
置

く
。
そ
の
「
一
手
の
重
み
」
を
知
る
こ
と
で
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
を
学
ぶ
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
歩
む
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
一
生
の
財
産
と
な
る
経
験
だ
。

善
手
で
あ
れ
、
悪
手
で
あ
れ
自
分
の
決

め
た
方
針
の
結
果
を
引
き
受
け
る
。
こ
の

「
覚
悟
」
こ
そ
が
、
本
当
の
意
味
で
の
自
立

を
育
ん
で
い
く
。
勝
っ
て
奢
ら
ず
、
負
け
て

腐
ら
ず
で
あ
る
。
自
分
で
考
え
、
自
分
で

選
び
、自
分
の
足
で
歩
ん
で
い
く
た
め
の「
心

の
羅
針
盤
」。
将
棋
と
い
う
素
晴
ら
し
い
文

化
を
通
じ
て
、
次
世
代
の
宝
で
あ
る
孫
や

子
ど
も
た
ち
に
繋
い
で
い
き
た
い
。

か
す
り
の
上
着�

�

大
和
郡
山
市　

村
田
　
博
子
（
85
歳
）

今
年
も
二
十
株
程
植
え
た
苺
に
、
花
が

咲
き
実
を
つ
け
ま
し
た
。
鳥
は
よ
く
知
っ

て
い
て
、
実
が
赤
く
な
る
の
を
ね
ら
っ
て

ピ
ー
ピ
ー
と
鳴
き
な
が
ら
飛
ん
で
い
ま
す
。

嫁
い
で
く
る
前
、
実
家
の
母
が
い
ろ
い

ろ
な
反
物
と
か
す
り
の
反
物
を
何
反
か
用

意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
か
す
り
は
長
い
反

物
の
ま
ま
の
も
の
や
、
田
ん
ぼ
の
手
伝
い

を
す
る
た
め
の
上
着
や
モ
ン
ペ
を
数
着
縫

い
、
そ
れ
も
一
緒
に
タ
ン
ス
に
し
の
ば
せ
て

き
ま
し
た
。
六
十
年
も
前
の
こ
と
で
、
何

着
か
は
着
た
け
れ
ど
最
近
は
着
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ふ
と
、
か
す
り
の
上
着
が

ま
だ
タ
ン
ス
の
隅
に
あ
っ
た
の
を
思
い
出

し
、
鳥
よ
け
に
し
よ
う
と
田
ん
ぼ
へ
持
っ

て
い
き
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
パ
イ
プ
に
結
ん

で
立
て
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
作
っ
た
苺
を
鳥
に
食
べ
ら
れ

て
は
い
け
な
い
、
私
が
一
番
に
食
べ
た
い
の

で
す
。
こ
の
「
か
す
り
の
上
着
」
は
鳥
よ

け
に
な
っ
て
く
れ
る
か
な
あ
。

私たちは、奈良県老人クラブ連合会の活動を応援しています
　
投
稿
募
集　

・�

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
（
写
真
が
あ
れ
ば
添
付
）、
個

人
の
体
験
談
、
随
想
コ
ラ
ム
な
ど
原
稿
用
紙
二
枚
以

内
に
納
め
て
題
名
を
付
け
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
原
稿
の
締
め
切
り

　
一
月
号
…
十
月
末
日　
　
七
月
号
…
四
月
末
日

・�

受
付
は
常
時
し
て
い
ま
す
。季
節
等
は
ご
考
慮
く
だ
さ
い
。

　
応
募
要
領

・�

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
所
属
老
人
ク
ラ

ブ
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、
趣
旨
を
変
え
ず
に
添
削
を
し
た
り
、
紙
面
の

都
合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
応
募
原
稿
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
宛　
先

　
〒
六
三
四
―
〇
〇
六
一

　
橿
原
市
大
久
保
町
三
二
〇
―
一
一

　
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
四
階

　
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
「
大
椿
寿
」　
係
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両
の
手
に
包
め
ば
温ぬ

く
く
骨
壺
の
土
鈴
の
ご
と
く
傾
き
て
な
る

秋
の
夜
の
膳
に
丹
波
の
栗
御
飯
嫁
と
力
を
合
は
せ
て
作
る

児
童
ら
の
登
校
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
吾
に
と
り
て
は
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

不
細
工
で
不
器
用
な
俺
お
か
げ
さ
ま
金
婚
ま
で
は
波
風
立

て
ぬ

春
に
な
り
草
は
生
気
を
取
り
戻
し
老
体
の
吾
を
奮
い
立
た

せ
る

桂
浜
に
打
ち
寄
せ
て
引
く
白
波
は
幾
千
万
の
輝
き
放
つ

こ
の
歳
で
優す

ぐ

れ
た
歌
は
詠よ

め
ず
と
も
自
然
の
想
い
歌
に
託

し
ぬ

青
空
に
意
気
揚
々
と
と
ぶ
鳥
を
見
上
げ
る
吾
の
腰
は
伸
び

た
り

大
晦
日
重
箱
な
ら
べ
妻
奮
闘
明
く
る
年
こ
そ
幸
多
か
れ
と

ま
た
一
人
五
月
雨
の
中
親
友と

も
送
る
茶
碗
割
る
音
耳
に
響
き
ぬ

歌
祭
に
音
痴
の
私
も
舞
台
上
へ
笑
顔
の
つ
も
り
が
笑
っ
て
い

な
い

禁
足
の
斎ゆ

庭に
わ
に
入
り
ぬ
孫
連
れ
て
百
五
十
年
ぶ
り
と
い
う
大

和
神
社

遠
き
日
の
背
中
が
道み

ち
標し

る
べ

想
い
出
胸
に
今
な
ほ
生
き
る

土
堤
に
生
え
る
土
筆
摘
み
つ
つ
顔
見
合
わ
せ
「
季
節
忘
れ
ず

よ
く
生
え
ま
す
ね
」
と

わ
が
母
校
耳
成
山
を
仰
ぎ
見
て
紅
に
お
う
思
い
出
数
多	

年
重
ね
や
さ
し
声
掛
け
身
に
し
み
る

天
理
市

阪
口
雅
子

秋
夕
焼
け
曲
っ
た
腰
の
背
を
正
す

葛
城
市
外
輪
加
寿
代

裏
切
り
を
許
す
私
が
救
わ
れ
る

大
和
高
田
市

川
合
祐
子

手
を
合
わ
す
橿
原
吉
野
石
上
の
神

下
市
町

桶
谷
忠
博

明
け
の
雲
元
気
で
い
る
か
と
母
の
顔

田
原
本
町

西
本
久
子

肩
痛
め
今
日
も
プ
ー
ル
は
歩
く
だ
け

葛
城
市

猪
木
武
久

人
生
二
度
目
大
屋
根
リ
ン
グ
秋
夕
焼
け
天
理
市
山
口
ヨ
シ
エ

腹
時
計
加
齢
と
共
に
進
み
だ
し

大
和
郡
山
市

上
田
周
治

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
と
努
力
が
金
と
な
る
東
吉
野
村

吉
田
ヨ
シ
子

炙
り
よ
し
味
噌
漬
け
な
お
よ
し
寒
鰆

川
西
町

井
澤　

徹

玄
関
に
ぽ
っ
ち
ゃ
り
妻
が
多
肉
置
く

葛
城
市

吉
河
義
則

足
し
算
に
し
た
い
余
生
の
暮
ら
し
向
き
王
寺
町

福
西
禮
子

浦　

 

萠
春 

選 
短
　
歌

あ
ち
こ
ち
に
不
具
合
い
あ
れ
ど
天
高
し
い
ず
れ
治
る
と
子
に

も
受
け
継
ぐ

風
霜
に
耐
え
て
こ
そ
知
る
今
日
の
幸

大
和
郡
山
市

川
本
惠
子

短
冊
に
健
康
長
寿
乞
う
米
寿

宇
陀
市

松
川
輝
蔵

中
城 

裕
子 

選

川
　
柳

利
休
忌
や
祖
母
の
茶
席
の
懐
し
き

王
寺
町

丸
矢
通
生

ひ
っ
そ
り
と
人
知
れ
ず
咲
く
や
ぶ
こ
う
じ
大
和
郡
山
市

川
本
惠
子

ふ
る
里
の
ど
の
道
ゆ
く
も
花
卯
木

山
添
村
中
上
千
代
子

物
忘
れ
多
き
こ
の
頃
万
珠
沙
華

大
和
高
田
市

喜
多
千
代
子

桜
並
木
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
一
日
終
ゆ
香
芝
市

奥
村
正
美

郵
便
は
妻
あ
て
ば
か
り
夏
近
し

大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

春
う
ら
ら
つ
い
口
遊
む
昭
和
歌

王
寺
町
井
ノ
上
久
雄

一
合
の
米
研
ぐ
暮
ら
し
着
ぶ
く
る
る

王
寺
町

福
西
禮
子

梅
の
実
の
捨
て
ら
れ
て
い
る
匂
い
か
な
葛
城
市

吉
河
義
則

古
民
家
に
さ
ら
さ
ら
と
降
る
竹
の
秋

天
理
市

豊
島
和
美

よ
た
よ
た
と
歩
く
夫
の
草
む
し
り

葛
城
市
三
島
チ
ヅ
子

外
つ
国
の
少
女
の
笑
い
風
光
る

大
和
高
田
市

木
村
博
子

や
み
空
の
光
り
輝
く
お
山
焼
き

田
原
本
町

西
本
久
子

霾
や
日
出
る
国
へ
の
遣
日
使

河
合
町

野
村
継
男

藤
の
ふ
さ
長
き
も
よ
か
り
風
そ
よ
ぐ

橿
原
市

中
西
純
子

ね
た
ま
し
や
来
る
年
も
咲
く
山
桜

葛
城
市
外
輪
加
寿
代

す
れ
違
う
マ
ラ
ソ
ン
人
の
息
白
し

川
西
町

井
澤　

徹

上
辻 

蒼
人 

選

俳
　
句

葛
城
市

外
輪
加
寿
代

葛
城
市

三
島
チ
ヅ
子

葛
城
市

村
田
和
子

葛
城
市

吉
河
義
則

葛
城
市

阪
口
君
代

橿
原
市

杉
田
恭
子

桜
井
市

森
本
和
雄

田
原
本
町

西
本
久
子

川
西
町

井
澤　

徹

大
和
高
田
市

今
中
恵
美
子

大
和
高
田
市

木
村
博
子

天
理
市

出
口
照
子

天
理
市

阪
口
雅
子

大
和
郡
山
市

村
田
博
子

大
和
郡
山
市

川
本
惠
子

大
和
郡
山
市

松
本
義
徳

　
《
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
投
稿
に
つ
い
て
》

・�

ハ
ガ
キ
で
の
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
、
投
稿
の
種
類
別
（
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
の
い
ず
れ
か
一
種
目
）
に
、
三
首
ま
で
記
入
し
、

住
所
、
氏
名
を
お
書
き
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
季
刊
ご
と
の
締
め
切
り
〉�

常
時
受
付
し
て
い
ま
す　

・
一
月
号
…
十
月
末
日�

・
七
月
号
…
四
月
末
日

　
季
節
等
ご
考
慮
の
う
え
、
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
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私
た
ち
は
、
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
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［参加費用］おひとり様�　10,200円（35名以上参加の場合）�
但し	 参加者29名までの場合　12,700円　　30～34名までの場合　11,200円になります。
	 ※交通費、昼食代（坪清）、旅行傷害保険代を含みます。
	 ※添乗員は同行しますが、バスガイドは付きません。

◆お申し込みは、下記にお送りください。
※記入内容…住所・氏名・年齢・電話番号（FAX番号）・乗車地

［送り先］往復はがきの場合　〒634-0061　橿原市大久保町320-11　　奈良県老人クラブ連合会　健康ウォーキング係　宛て
　　　　FAXの場合　　　　健康ウォーキング係　宛て　　FAX番号　0744-29-0167

申込締切日
令和8年10月2日

［コース内容］近江八幡のまちあるき

近江八幡　まちあるき　近江八幡　まちあるき　

「ラコリーナ」でお買い物「ラコリーナ」でお買い物

第13回　健康ウォーキング第13回　健康ウォーキング
　実施日・令和8年10月23日（金）　　実施日・令和8年10月23日（金）　

			   11：30
奈良県各地　　　　バス　　近江八幡（小幡観光駐車場）　 〈新町通り〉まちあるき
①橿原神宮前（中央出口）	 8：00
②社会福祉総合センター	 8：05
③大和八木駅南出口（ローソン前）	 8：30
④天理駅（ロータリー）	 9：10

					     12：40				    　　14：15
日牟禮八幡宮（参拝）　　　　　　「坪清」（昼食）　　　　　　「ラコリーナ」（買物）
						    
	 バス	 	 	 	 	 奈良県各地

					     ①天理駅		  16：30頃
					     ②大和八木駅南出口（ローソン前）	 17：10頃
					     ③社会福祉総合センター	 17：25頃
					     ④橿原神宮前駅中央出口	 17：30頃

今
回
の
日
帰
り
旅
行
は
、滋
賀
県
近
江
八
幡
方
面
に
出
向
き
ま
す
。
新
町
通
り
の
ま
ち
あ
る
き
と 

日
牟
禮
八
幡
宮
を
散
策
し
ま
す
。

☆
第
☆
第
1313
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆

回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
☆

＊
実
施
日
　
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
（
金
）

　

今
年
も
平
年
よ
り
高
温
の
日
が
続
く
と

の
予
報
で
す
。

　

今
年
の
四
月
、気
象
庁
は
、最
高
気
温
が

四
〇
℃
以
上
の
日
を「
酷
暑
日
」と
命
名
し

ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
に「
猛
暑
日
」（
最
高

気
温
が
三
五
℃
以
上
の
日
）が
命
名
さ
れ

た
後
も
記
録
的
な
高
温
が
続
き
、四
〇
℃

を
超
え
る
日
が
珍
し
く
な
く
な
っ
た
た
め
、

警
戒
を
促
す
た
め
に
制
定
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。

　

高
齢
者
は
温
度
に
対
す
る
感
覚
が
弱
く

な
り
、ま
た
、体
に
熱
が
た
ま
り
や
す
い
た

め
、熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
自
身
も
周
囲
に
い
る
人

も
、お
互
い
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、無
理
せ

ず
活
動
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

大
椿
寿
で
は
、各
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
様

子
も
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
暑

い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、事
務
局
で
は
、皆

様
か
ら
の
活
動
報
告
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

�

（
事
務
局
）

編

集

後

記

編

集

後

記

　（一財）奈良県老人クラブ連合会の機関誌「大椿寿」は、年2回発行し、老人クラブ
会員（約5万人）家庭及び関係機関へ配付していますので、広告媒体としてご活用く
ださい。
　広告協賛により、奈良県老人クラブ連合会への活動支援をお願いします。

「大椿寿」協賛広告募集！「大椿寿」協賛広告募集！

▶問合せ　（一財）奈良県老人クラブ連合会事務局 
　　　　　☎ 0744-29-0166　FAX 0744-29-0167
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